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京
都
の
真
宗
佛
光
寺
派
総
本
山
佛
光
寺
に
三
千
枚
を
超
す
大
量
の
板
木
が
保
存

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
も
と
も
と
佛
光
寺

と
は
何
の
関
係
も
無
か

っ
た
と
思
わ

れ
る
御
伽
草
子

・
仮
名
草
子
な
ど
の
板
木
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
注

目
す
べ
き
も

の
と
し
て
仮
名
草
子

『因
果
物
語
』
(平
仮
名
十
二
行
本
)
の
板
木
が

題
籏
を
含
め
て
全

て
残

っ
て
い
る
こ
と
な
ど

は
、
平
成
十
五
年
十
月
に
新
聞
な
ど

を
通
じ
て
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
御
伽
草
子

(『ほ
う
ま

ん
長
者
』
『し
ゃ
か
の
御
本
地
』
)
・
仮
名
草
子

(
『釈
迦
八
相
物
語
』
『因
果
物
語
』
)

に

つ
い
て
は
、
『日
本
古
書
通
信
』
第
八
九

五
号
収
録

の
拙
稿
に

「佛
光
寺
の
板

木
」
と
し
て
そ
の
概
略
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
慶
安
三
年
版

『撰
集
抄
』
の
板

木
も
、
題
箋
を
除
き
九
巻
全
丁
分
が
残

っ
て

い
る
こ
と
も
確
認
出
来
、
こ
ち
ら
は

平
成
十
六
年
九
月
に
新
聞
発
表
し
た
。
『日
本
古
書
通
信
』
の
拙
稿
に
も
記
し
た
こ

と
で
あ
る
が
、
佛
光
寺
の
板
木
で
厄
介
な
の
は
、
も
と
も
と
寺
の
蔵
版
で
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
内
典
の
板
木

と
、
明
治
中

・
後
期
に
近
世
の
出
版

機
構
が
崩
壊
し
た
あ
と
、
近
隣
の
本
屋
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
町
版

の

板
木
が
混
じ

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
板
木
に
つ
い
て
は
、
初
版
及
び

後
刷
の
版
本

・
本
屋
仲
間
の
記
録

・
文
書
な
ど
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
版

権
す
な
わ
ち
板
木

の
移
動
を
追
跡
し
、
板
木
が
最
終
的
に
佛
光
寺
に
収

ま

っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
今
、
慶
安
三

年
版

『撰
集
抄
』
、
西
川
祐
信
絵
本
数
種
な
ど
に

つ
き
そ
の
追
跡
作
業
を

進
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
未
だ
報
告
出
来
る
段
階
に
至

っ
て

い
な

い
。
そ
こ
で
こ
の
稿
で
は
、
佛
光
寺
に
残

っ
て
い
る
こ
と
が
と
り
わ

け
奇
異
に
思
わ
れ
る
狂
文
集

『四
鳴
蝉
』

の
板
木
に

つ
い
て
報
告
し
、
そ

の
版
権
す
な
わ
ち
板
木
の
移
動
に

つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。
な

お
、
図
版
は
巻
末
に

一
括
し
て
掲
載
す
る
。

『四
鳴
蝉
』
は

「謡
曲

・
歌
舞
伎

・
浄
瑠
璃

の

一
節
を
元
曲
の
様
式
を
用

い
て
白
話
訳
し
た
」
(岩
波
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

「都
賀
庭
鐘
」
解
説
)

狂
文
集
で
、
読
本
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
都
賀
庭
鐘
の
手
に
な
る
。
板

木
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
版
本
に
よ

っ
て
そ
の
概
略
と
版
権
の
移
動
を

お
お
ま
か
に
押
さ
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
管
見
に
入

っ
た
版
本
は
次
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の
通

り

で
あ

る
。

①

奈
良
大
学
蔵
本

(故
宮
田
正
信
博
士
旧
蔵
本
)

半
紙
本

一
冊
。
縦
二
十
二
、
九
糎
、
横
十

六
、
○
糎
。
砥
粉
色
元
表
紙
。
左
肩

に
薄
黄
色
地
単
辺
刷
り
題
籏
、
「
四
鳴

(剥
落
)
完
」
と
あ
る

(図
1
)
。
見
返
し

は
薄
黄
色
地
料
紙
を
用

い
、
匡
郭
内
に

「亭
亭
亭
逸
人
課
/
堂
堂
堂
主
人
訓
/
四

鳴
蝉
/
浪
華
称
胱
堂
」
と
刷
り
、
匡
郭
外
上
部
に

「才
子
刊
書
」
と
入
れ
る

(図

皿
)。
な
お
、
見
返
し
右
上
に
魁
星
印
を
、
左
下
に
は

「渋
川
氏
」
の
陰
刻
方
形
朱

印
を
捺
す
。
渋
川
氏
は
こ
の
書
の
版
元
称
胱
堂
こ
と
渋
川
清
右
衛
門
で
、
こ
の
両

印
は
刊
行
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
見
返
し
右
下
の
印
は
、
旧
蔵
者
で
あ
る

「相
州

波
多
野
氏
」
の
蔵
書
印
。
丁
付
け
は
版
芯
下
部
に
あ
り
、
○
印
の
下
に
首

一
・
首

二

(「明
和
八
辛
卯
季
冬
/
白
亭
居
士
書
干
堂
堂
堂
」

の
序
文
、
及
び
目
録
)
、
引

一
・
引
二

・
引
三

(亭
亭
亭
主
人
記
の

「填
詞
引
」)
、
以
下
が
本
文
で
丁
付
け
は

一
～
三
十

一
と
な

っ
て
い
て
、

一
丁
表
か

ら
三
十

一
丁
表
ま
で
の
間
に
、
「惜
花

記
」

(謡
曲

『熊
野
』

の
訳
)、
コ
扇
芝
記
」

(謡
曲

『頼
政
』
の
訳
)
、
「移
松
記
」

(浄
瑠
璃

『山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松
』
の
道

行
の
訳
)
、
「礒
鎧
記
」
(浄
瑠
璃

『大

塔
宮
礒
鎧
』
三
段
目
中
頃
か
ら

「身
替
り
音
頭
」
に
至
る
部
分
の
訳
)

の
四
作
を

収
め
、
各
話
冒
頭
部
の
匡
郭
欄
外
右
ま
た
は
左
に

「才
子
刊
書

一
百
十
七
、

一
百

十
八
、

一
百
十
九
、

一
百
二
十
」
と
入
れ
て
あ
る
。
「才
子
刊
書
」
が
見
返
し
の
表

示
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
判
る
が
、
こ

の
番
号
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
は
不

明
。
ま
た
、
三
丁
裏

・
四
丁
表
、
十

一
丁
裏

・
十
二
丁
表
、
十
七
丁
裏

・
十
八
丁

表
、
二
十
四
丁
裏

・
二
十
五
丁
表
に

「桂

眉
仙
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
」
(後
出

『江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
体
系
』
2
の

『四
鳴
蝉
』
解
説
)
各
話
に
因
ん
だ
見
開
き

の
挿
絵
が
あ
る
。
刊
記
は
図
皿
A
に
示
し
た
よ
う
に
三
十

一
丁
裏
に

「明
和
八
辛

卯
年
十
二
月
/
東
都

通
石
町
+
軒
店
山
崎
金
兵
衛
/
浪
速

心
斎
橋
筋
順
慶
町
渋
川

清
右
衛
門
」
と
入
れ
る
。
右
下
の
方
形
朱
印
は
、
や
は
り
旧
蔵
者
波
多
野
氏
の
も

の
。
な
お
、
江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
体
系
2

『都
賀
庭
鐘

・
伊
丹
椿
園
集
』
(平
成
十

三
年
五
月
、
国
書
刊
行
会
刊
)
収
録
の

『四
鳴
蝉
』
の
底
本
は
東
京
藝
術
大
学
付

属
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
奈
良
大
蔵
本
と
同
じ
く
渋
川

・
山
崎

の
刊
記

が
あ
る
。
底
本

の
解
題

・
翻
刻
に
よ
れ
ば
、
装
丁

・
内
容
と
も
奈
良
大
蔵
本
に
同

じ
。
た
だ
し
、
見
返
し
部
の
魁
星
印
及
び
渋
川
氏
の
印
は
東
京
藝
術
大
学
蔵
本
に

は
無
い
。

②

京
都
府
立
資
料
館
蔵
本

(特

・
8
5
2

・
1
)

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
か
ら
取
り
寄
せ
た
複
写
に
拠
る
。
題
籏
の
剥

落
無
く
完
備

「四
鳴
蝉

完
」
。
「四
鳴
」
「完
」
の
書
体
、
奈
良
大
蔵
本
に
同
板
。

内
容
も
、
見
返
し
部

の
魁
星
印

・
渋
川
氏
印
を
は
じ
め
奈
良
大
蔵
本
に
全
く
同
じ

で
、
同
板
。
た
だ
し
、
三
十

一
丁
裏
の
刊
記
部
を

「通
石
町
+
軒
店
山
崎
金
兵
衛
」

の
部
分

に
入
木
を
し
て

「江
戸
通
本
町
三
丁
目
西
村
源
六
」
と
改
め
て
あ
る

(図
皿

B
)
。
こ
の
部
分
が
入
木
で
あ
る
こ
と
は
、
後
で
取
り
上
げ
る
板
木
に
よ

っ
て
確

認
で
き
る
。
な
お
、
『都
賀
庭
鐘

・
伊
丹
椿
園
集
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
渋
川

・
西

村
相
版
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
、
ま
た
西
村
単
独
板
が
国
立
国
会
図
書
館
に
あ

り
、
い
ず
れ
も
渋
川

・
山
崎
相
版
と
同
板
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

『國
書
総
目
録
』
に
は
こ
れ
以
外
に
二
本
を
紹
介
す
る
が
、
未
見
。
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永井:佛 光寺の板木一『四鳴蝉』一

 

3

板木整理番号 収 録 丁 数
板 木 寸 法

(単位粍、丈×幅×厚 さ)

515 1,2,3,4 765×200×19

514 5,6,7,8 780×199×18

513 9,10,11,12 780×198×16

1058 13,14,15,16 777×198×19

512 20,21,22,23 774×200×18

1059 24,25,26,27 777×196×18

1057 28,29,30,31 777×200×18

 

さ
て
、
佛
光
寺
に
残

っ
て
い
る

『四
鳴

蝉
』
の
板
木
は
、
表
1
に
示
し
た
四
丁

張
り

の
七
枚
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、

一
丁
表
の
冒
頭
部

(図
V
)
及
び
四
丁
表

の
挿
絵
部
分

(図
V
)
の
板
木

の
写
真
を
上
げ
て
お
く
。
図
皿
C
-
1
が
刊
記
部

分

の
拓
本
で
あ
る
。
「江
戸
通
本
町
三
丁
目
西
村
源
六
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
入
木
で
あ

る
の
は
こ
の
拓
本
か
ら
も
明
白
。
そ
の
左

に
も
と
も
と

「浪
速

心
斎
橋
筋
順
慶
町
渋

川
清
右
衛
門
」
と
あ

っ
た
は
ず
の
と
こ
ろ
は
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
前
引
の
国
立

国
会
図
書
館
蔵
本
は
、
刊
記
が
こ
の
形
に
な

っ
て
か
ら
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
こ
の
板
木
の
刊
記
部
分
、
図

皿
C

-
2
の
板
木
写
真
に
矢
印
で
示
し

た
よ
う
に
、
も
と
も
と
全
体
が
入

木
で
あ
る
。
こ
れ
も
板
木
を
調
べ

て
い
る
と
時
折
出
く
わ
す
事
例
で

あ
る
が
、
こ
の

『四
鳴
蝉
』
の
場

合
は
現
存
版
本
と
照
ら
し
て
見
る

木表1 『四鳴蝉』の板

ー

版
権

の
移
動
に
伴
う
処
置
で

は
な
く
、
最
初
に
板
木
を
仕
立
て

る
際
に
施
さ
れ
た
入
木
で
あ

っ
た

と
見
受
け
ら
れ
る
。
材
を
板
木
と

し
て
仕
立
て
る
際
に
、
木
の
節
が

あ

っ
て
彫
り
に
く
い
時
に
か
よ
う

な
処
置
を
す
る
例
が
他
に
も
確
認

さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も
お
そ
ら

く
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

現
存
の
板
木
を
版
本
と
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
題
籏

・
見
返
し
、
首

一
・
首

二
、
引

一
・
引
二

・
引
三
、
そ
れ
に
本
文
の
十
七

・
十
八

・
十
九
丁
の
板
木
が
見

当
た
ら
な

い
。
失
わ
れ
た
板
木

の
丁
の
収
め
方
は
、
他
の
板
木
の
例
な
ど
も
参
照

し
て
み
る
と
、
題
籏

・
見
返
し
を
除
く
八
丁
を
板
二
枚
に
収
め
、
題
籏

・
見
返
し

は
他

の
本

の
そ
れ
と

一
緒
に
し
て
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
し
た
が

っ

て
、
三
枚
ほ
ど
の
板
木
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

『四
鳴
蝉
』

の
よ

う
に
板
木
が
揃
わ
ず
に
残

っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
分
割
所
有
と
い
う
問
題
も

考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
こ
の

『四
鳴
蝉
』

の
場
合
、
あ
と
で
触

れ
る
よ
う
に
板
木
が
何
軒
か
の
本
屋
で
分
割
所
有
さ
れ
た
と
考
え
る
状
況
に
は
無

く
、
ま
た
他
の
例
に
照
ら
し
て
も
分
割
所
有
に
し
て
は
分
け
方
が
不
自
然
で
、
本

来
揃

っ
て
動

い
て
い
た
も
の
が
あ
る
時
期
に
何
ら
か
の
物
理
的
な
理
由
で
失
わ
れ

た
と
考
え
て
よ

い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
現
存
の
板
木
は
奈
良
大
学
蔵
本

・
京

都
府
立
資
料
館
蔵
本
と
校
合
す
る
に
、
不
審
箇
所
な
く
完
全
に

一
致
す
る
。
念

の

た
め
に
、
図
W
に
二
十
二
丁
の
板
木
拓
本

・
版
本
を
対
応
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。

因
み
に
も
う

一
つ
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
こ
の

『四
鳴
蝉
』

の
板
木
は
墨

の
付
き

方
が
大
層
浅
い
。
お
よ
そ
近
世
の
本
屋
は
、
板
木
を
使

っ
て
印
刷
を
し
た
あ
と
、

板
木
に
付
着
し
た
墨
を
き
れ

い
に
洗

い
流
す
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
そ
の

結
果
、
印
刷
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
板
木

の
刻
面
、
つ
ま
り
凹
状
に
な

っ
て
い

る
彫
り
込
み
の
箇
所
に
墨
が
堆
積
し
て
行
き
、
か
さ
ぶ
た
状
態
を
呈
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
か
さ
ぶ
た
の
厚
さ
、

つ
ま
り
墨
付
き
の
度
合

い
も
板
木
が
伝
え
て
く

れ
る
近
世
出
版
現
場
の
重
要
な
情
報

の

一
つ
で
、
具
体
的
な
部
数
ま
で
は
分
か
ら

な
い
も
の
の
、
そ
の
本
が

「
か
な
り
刷
ら
れ
た
」
と
か

「そ
こ
そ
こ
刷
ら
れ
た
」
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と
か

「あ
ま
り
刷
ら
れ
て
い
な

い
」
と

い
う
こ
と
を
判
断
す
る
目
安
と
な
る
。
二

百
年
以
上
使
用
さ
れ
た

『撰
集
抄
』
『因
果
物
語
』
な
ど
の
板
木
は
、
凸
状
に
彫
ら

れ
た
文
字
と
文
字
の
間
が
殆
ど
埋
ま
る
ほ
ど
墨
が
堆
積
し
、
彫
り
込
み
部
の
か
さ

ぶ
た
も
分
厚

い
。
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
図
V
の
写
真
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、

『四
鳴
蝉
』

の
板
木
は
墨
付
き

の
浅
さ
が
と
り
わ
け
目
に
付
く
。
そ
れ
は

『四
鳴

蝉
』
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
印
刷
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
京
都
府

立
資
料
館
蔵
本
の
奥
に
東
陵
学
人
が

「
…

本
書
は
流
布
す
る
こ
と
稀
な
る
珍

籍
な
り
」
(昭
和
辛
卯
初
夏
記
)
と
言
う
付

箋
を
添
え
て
い
る
が
、
残
存
版
本

の
少

な
さ
か
ら
考
え
て
も

『四
鳴
蝉
』
は
あ
ま
り
多
く
は
印
刷
さ
れ
ず
、
出
版
期
間
も

長
期
に
は
亘
ら
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の

『四
鳴
蝉
』

の
板
木
が
な
ぜ
佛
光
寺
に
残

っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
こ
の
書
の
版
権
の
移
動
を
、
言
い
換

え
れ
ば
板
木
の
移
動
を
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
書
の
版
権
は
、
図
皿
に
示

し
た
よ
う
に
、

A
渋
川

・
山
崎
版

↓

B
渋
川

・
西
村
版

↓

C
西
村
単
独
版

と
動
い
て
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
ず

A
か
ら
B
へ
の
動
き
を
見
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。
『享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍

目
録
』
(以
下
、
『大
阪
出
版
目
録
』
と

略
称
す
る
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の

『四
鳴
蝉
』
は
明
和
七
年
十

一
月
に
柏
原
屋

(渋

川
)
清
右
衛
門
に
よ

っ
て
出
願
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二
十
七
日
に
許
可
が
下
り
て

い
る
こ
と
が
確
認
出
来
、
彼
が
版
元
で
あ

る
こ
と
は
疑

い
を
容
れ
な
い
。
初
版
刊

記
に
渋
川
と
並
ん
で
出
る
山
崎
金
兵
衛
は
、
相
版
元
で
は
な
く
江
戸
で
の

「売
出

し
」
委
託
先

で
あ
ろ
う
。
『享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』

(以
下
、
『江
戸
出
版
書

目
』
と
略
称
す
る
)
に
そ
の
記
載
が
無
い
の
が
や
や
不
審
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ

『四
鳴
蝉
』
の
板
木
は
初
版
当
時
す
べ
て
柏
原
屋
清
右
衛
門
の
手
許
に

あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
何
ら
か
の
事
情
で

「売
出
し
」
が
山
崎
金

兵
衛
か
ら
西
村
源
六
に
変
更
に
な
り
、
刊
記
部
に
入
木
修
正
さ
れ
、
B
の
形
で
出

版
が
継
続
さ
れ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
も
板
木
は
柏
原
屋

清
右
衛
門
の
手
許
を
動

い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の

「売
出
し
」
先
変
更
の
経
緯
に
つ
い
て
、
少
し
立
ち
入

っ
て
考
え
て
見
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
調
べ
て
み
る
と
、
初
版
で

「売
出
し
」
を
委
託
さ
れ
た
山

崎
よ
り
も
、
実
は
西
村

の
方
が
柏
原
屋
と
の
縁
は
深
い
。
『江
戸
出
版
書
目
』
に
よ

れ
ば
、
西
村
源
六
は
享
保
十
二
年
三
月
か
ら
文
化
十
二
年
二
月
ま
で
の
八
十
八
年

間
に
版
元

・
売
出
し
を
含
め
て
八
百
二
十
五
点
の
出
版
に
関
与
し
て
い
る
が
、
柏

原
屋
清
右
衛
門

の
売
出
し
を
務
め
た
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
れ
を

一
覧
表

(表
皿
)
に
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
佐
古
慶
三
氏

「浪
華
書
林
渋
川
称
胱
堂
伝
」

(『上
方
文
化
』
第
五
号
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
)
に
拠
れ
ば
、
柏
原
屋
清
右
衛
門

は
宝
暦
か
ら
明
和
に
か
け
て
二
回
代
替
わ
り
を
し
て
い
る
。
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
そ
の
事
実
を
表
皿
に
挿
入
し
て
示
し
た
。

表
皿

柏
原
屋
清
右
衛
門

・
与
市

・
与
左
衛
門
版
元

西
村
源
六
売
出
し
書
目

割
印
の
年
月

書

名

享
保
十
八
年
正
月

陽
腋
痘
疹
良
方

十
八
年
四
月

薬
種
名
寄
后
集

版

元

名

柏
原

・
寺
田

柏
原
屋
清
右
衛
門
ほ
か
二
軒
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二
十
年
七
月

元
文
三
年
十
二
月

同

右

寛
延
元
年
十
二
月

同

右

二
年
十
二
月

同

右

三
年
十
月

三
年
十
二
月

同

右

同

右

同

右

四
年
六
月

同

右

宝
暦
元
年
十

一
月

二
年
三
月

二
年
十

一
月

三
年
三
月

同

右

同

右

四
年
十

一
月

五
年
三
月

寿
福
用
文
書
翰
墨
蔵

絵
本
珍
口
記

聖
意
無
尽
蔵

長
門
戊
辰
聞
磋

和
漢
唱
和
付
録

運
筆
麓
画

英
草
紙

勺
鏡
絵
本
画
英

貝
尽
浦
乃
錦

誹
譜
五
百
仙

和
讃
披
雲
録

糸
の
し
ら
へ

女
文
選
料
紙
箱

(再
板
)

絵
本
拾
葉

説
法
百
花
園

早
引
節
用

傷
寒
百
問

浄
土
真
宗
聖
教
目
録

方
服
図
儀

養
要
論

薬
品
弁
惑

柏
原
屋
清
右
衛
門
ほ
か

一
軒

柏
原
屋
与
市
ほ
か
五
軒

柏
原
屋
清
右
衛
門

渋
河
清
右
衛
門

渋
河
与
市

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

渋
川
与
市

渋
川
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
市

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
市

柏
原
屋
与
市

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
市

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

五
年
九
月

同

右

五
年
十
二
月

六
年
六
月

同

右

七
年
三
月

宝
暦
八
年
八
月

宝
暦
九
年
十
二
月

同

右

十
年
九
月

十

一
年
六
月

十
二
年
十
二
月

同

右

十
三
年
三
月

同 同 同 同 同

右 右 右 右 右

ゑ
本
野
山
艸

古
帖
揃

開
巻

一
笑

青
湾
茶
話

廿
四
輩
道
中
記

増
補
早
引
節
用
集

(再
板
)

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

渋
川
与
市

柏
原
屋
清
右
衛
門

(正
常
)
が
没
し
て
世
継
ぎ
が
無

い
の
で
、

弟
の
与
市

(有
常
)
が
清
右
衛
門
を
襲
名
。

万
福
百
人

一
首

(再
板
)

誹
譜
花
得
集

早
引
節
用
集

周
南
先
生
文
集

大
谷
送
法
彙
景

医
道
日
用
綱
目

万
宝
百
人

一
首
大
成

(再
板
)

勧
化
詠
歌
奥
義
抄

医
王
誉
婆
伝

憤
記
甕
記

領
解
問
答

早
引
節
用
集

(再
板
)

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
市

渋
川
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

渋
川
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
市
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十
三
年
十
二
月

明
和
元
年
閏
十
二
月

二
年
三
月

雅
游
漫
録

浄
土
真
宗
亀
鑑

絵
本
草
錦

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

明
和
二
年
八
月

柏
原
屋
清
右
衛
門

(有
常
)
、
与
左
衛
門
と
改
名
。

九
月

娘
婿

(方
常
)、
清
右
衛
門
を
襲
名
。

明
和
二
年
九
月

三
年
三
月

三
年
六
月

四
年
六
月

四
年
十
二
月

同

右

五
年
三
月

五
年
九
月

六
年
六
月

同

右

同

右

同

右

六
年
九
月

六
年
十
二
月

同

右

女
文
選
料
紙
箱

(再
板
)

繁
野
話

役
氏
集
要

新
刻
詩
経

東
行
紀
行

煕
春
随
筆

倭
百
人

一
首
玉
柏

新
刻
早
引
節
用

万
福
塵
功
記

御
文
興
要

弾
誓
上
人
絵
詞
伝

実
悟
記
拾
遺

早
引
節
用
真
字
付

(再
板
)

女
用
知
恵
鑑

投
壺
今
格

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
市

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

七
年
十
二
月

同

右

同

右

同

右

八
年
十
二
月

九
年
六
月

安
永
元
年
十
二
月

同

右

三
年
十
二
月

五
年
十
二
月

六
年
六
月

九
年
十
二
月

天
明
二
年
七
月

同

右

五
年
三
月

六
年
三
月

同

右

六
年
九
月

六
年
十
二
月

七
年
三
月

八
年
六
月

古
蒙
論
語

浄
土
真
宗
聖
教
目
録

万
宝
全
書

(再
板
)

絵
本
写
宝
袋

(再
板
)

女
大
学

画
宝
女
用
文
章
糸
車

小
部
集
要

女
用
文
章
倭
錦

早
引
節
用
集
真
字
付

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

*
共
同
売
出
し
山
崎
金
兵
衛

早
引
節
用
集

(再
板
)

茶
器
価
録

早
引
節
用

(小
本
再
板
)

続
茶
器
価
録

女
万
歳
宝
文
庫

早
引
残
字
節
用

肥
後
孝
子
伝

早
引
真
字
入

(再
板
)

外
科
重
法
記

(再
板
)

古
今
和
歌
集
打
聴

早
引
節
用
集

(再
板
小
本
)

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門
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同

右

寛
政
元
年
九
月

二
年
十
月

三
年
三
月

四
年

一
月

五
年
二
月

五
年
十
二
月

同

右

六
年
十
月

七
年

一
月

七
年
六
月

七
年
十

一
月

八
年
五
月

八
年
十
月

同

右

九
年
十

一
月

同

右

同

右

十

一
年
五
月

十

一
年
九
月

十
二
年
十
月

享
和
三
年
閏
正
月

大
全
早
引
節
用
集

古
今
和
歌
打
聞

早
引
節
用
集

(再
板
)

女
大
学
宝
箱

(再
刻
)

経
典
余
師
小
学
之
部

早
引
節
用
集

(再
板
)

早
引
節
用
集

(再
刻
)

勢
語
古
意

和
漢
銭
彙

四
書
白
文

四
書
経
典
余
師

早
引
節
用
集

早
引
節
用
集

古
今
和
歌
集
ひ
な
こ
と
は

大
全
早
引
節
用
集

筆
海
重
法
記
大
成

青
羅
発
句
集

孝
経
略
解

早
引
節
用
集

(再
板
)

女
大
学
宝
箱

(再
板
)

早
引
節
用
集

(再
板
)

女
大
学
宝
箱

(再
板
)

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

文
化
元
年
九
月

二
年
六
月

三
年
九
月

六
年
三
月

八
年
八
月

九
年
十
月

十

一
年
八
月

早
引
節
用
集

(再
板
)

大
全
早
引
節
用
集

(再
板
)

早
引
節
用
集

(再
板
)

早
引
節
用
集

(再
板
)

大
全
早
引
節
用
集

(再
板
)

早
引
節
用
集

(再
板
)

早
引
節
用
集

(再
板
)

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

表
皿
冒
頭
の

「陽
腋
痘
疹
良
方
」
は
正
し
く
は

「湯
腋
痘
疹
良
方
」
で
、
『江

戸
出
版
書
目
』
で
は
柏
原
と
し
か
記
さ
な
い
が
、
『大
坂
出
版
書
目
』
に
よ

っ
て
そ

れ
は
清
右
衛
門
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『江
戸

出
版
書
目
』
に
よ
れ
ば
、
西
村
源
六
が
享
保
十
二
年
三
月
か
ら
文
化
十
二
年
二
月

ま
で
の
間
に
関
与
し
た
出
版
物
は
八
百
二
十
五
点
で
あ

っ
た
。
う
ち
表
皿
に
示
し

た
よ
う
に
西
村
が
柏
原
屋
清
右
衛
門

・
与
市

・
与
左
衛
門
の
売
出
し
を
務
め
た
例

は
、
年
代
的
な
偏
り
な
く
享
保
十
八
年
正
月
か
ら
文
化
十

一
年
八
月
ま
で
の
間
に

計
百
十
点
に
及
ぶ
。

つ
ま
り
、
西
村
が
関
与
し
た
出
版
物

の
う
ち
約
十
三
%
が
柏

原
屋
清
右
衛
門

・
与
市

・
与
左
衛
門
版
元

の
書
物
で
あ

っ
た
わ
け
で
、
西
村
の
営

業
活
動
に
柏
原
屋
が
占
め
る
割
合
は
決
し
て
小
さ
い
も

の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
柏

原
屋

の
側
か
ら
見
る
と
ど
う
な
る
の
か
。
や
は
り

『江
戸
出
版
書
目
』
に
よ
れ

ば
、
柏
屋
清
右
衛
門

・
与
市

・
与
左
衛
門
の
名
前
で
江
戸
で
売
り
出
し
た
出
版
物

の
数
は
合
計
百
六
十
四
点
で
、
う
ち
百
十
点
、
つ
ま
り
全
体
の
約
六
十
七
%
を
西

村
が
扱

っ
た
と

い
う
計
算
に
な
り
、
柏
原
屋
に
と

っ
て
も
江
戸
表
で
の
売
り
捌
き
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に
西
村
源
六
は
欠
か
せ
ぬ
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、
『四
鳴
蝉
』
初
版
に
名
を
連
ね
た
山
崎
金
兵
衛
は
宝
暦
八
年
十
二
月
か
ら

文
化
四
年
六
月
ま
で
の
間
に
、
版
元

・
売

り
出
し
を
合
わ
せ
て
三
百
五
十
七
点

の

出
版
物
に
関
与
し
た
本
屋
で
あ
る
が
、
そ

の
山
崎
と
柏
原
屋
清
右
衛
門

・
与
市

・

与
左
衛
門
の
関
係
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
表
皿
と
し
て
次
に
挙

げ
て
み
る
。
な
お
、
書
名
の
頭
に
*
印
を
付
け
た
も
の
は
西
村
絡
み
の
出
版
物
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す

る
。

表
皿

柏
原
屋
与
市

・
与
左
衛
門

・
清
右
衛
門
版
元

山
崎
金
兵
衛
売
出
し
書
目

宝
暦
十
二
年
十
二
月

安
永
二
年
九
月

安
永
五
年
九
月

同

右

五
年
十
二
月

七
年
九
月

七
年
十
二
月

八
年
九
月

八
年
十
二
月

九
年
十
二
月

同

右

同

右

絵
本
勇
見
山

文
論
詩
論

(再
板
)

易
占
要
略

(再
板
)

高
士
伝

*
早
引
節
用
集
真
字
付

琴
組
証
歌
集

昼
夜
重
宝
記

(再
板
増
補
)

難
経
発
揮

絵
本
詠
物
選

*
医
道
日
用
綱
目

(再
板
)

絵
本
通
宝
志

(再
板
)

*
早
引
節
用
集
真
字
付

(再
板
)

柏
原
屋
与
市

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
与
左
衛
門

天
明
四
年
十
二
月

五
年
三
月

文
化
四
年
六
月

同

右

*
絵
本
拾
葉
二
篇

萩
の
枝
折

*
女
大
学
宝
箱

磨
光
駒
鏡
余
論

柏
原
屋
与
左
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

柏
原
屋
清
右
衛
門

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
西
村
に
比
べ
て
売
出
し
点
数
は
十
六
点
と
極
端

に
少
な
く
、
山
崎
が
関
与
し
た
出
版
物

の
五
%
に
満
た
な
い
。
し
か
も
明
和
八
年

十
二
月
刊

の

『四
鳴
蝉
』
以
前

の
実
績
と

い
え
ば
、
宝
暦
十
二
年
与
市
版
元
の

『絵
本
勇
見
山
』

一
点
だ
け
で
あ
る
。
か
よ
う
に
両
者

の
柏
原
屋
と
の
関
係
を
比

較
し
て
み
る
と
、
『四
鳴
蝉
』
の
売
出
し
先
が
山
崎
か
ら
西
村

へ
と
動

い
た
の
は
、

む
し
ろ
逆
で
は
な

い
か
と

い
う
感
じ
さ
え
し
て
来
る
。
が
、
こ
こ
で
も
う

一
軒
の

本
屋
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
与
左
衛
門

・
清
右
衛
門
の
暖

簾
内

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
柏
原
屋
佐
兵
衛
で
あ
る
。
こ
の
本
屋
に

つ
い
て
は
前

引
の
佐
古
氏
論
文
で
、
元
文
期
に
は
伝
馬
町
に
寛
政
期
に
は
順
慶
町
に
店
が
あ

っ

た
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
「お
そ
ら
く
は
柏
原
屋
清
右
衛
門

・
同
与
左
衛
門

の
別

家
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
」
「挙
証
が
つ
か
め
な

い
」
と
し
て
お
ら
れ
る
の
だ

が
、
氏

の
推
測
は
正
し
か

っ
た
。
こ
の
柏
原
屋
佐
兵
衛
が
与
左
衛
門

・
清
右
衛
門

の
暖
簾
内
ら
し
い
こ
と
を
示
す
文
書
が

『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
八
巻
収
録

の

「差
定
帳
二
番
」
に
出
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
旧
稿

『「芭
蕉
」
と

い
う

利
権

(
一
)
』
(奈
良
大
学
紀
要
三
十

一
号
)
で
小
本
俳
譜
七
部
集

の
出
版
に
つ
い

て
考
察
し
た
折
に
、
『京
阪
書
籍
商
史
』
か
ら
の
引
用
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

い
ま

「差
定
帳
」
に
拠

っ
て
そ
の
内
容
を
次
に
要
約
し
て
み
よ
う
。
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該
当

の
文
書
は
、
柏
原
屋
与
左
衛
門

・
村
上
伊
兵
衛
相
合
版

の

『早
引
節
用

集
』
お
よ
び
柏
原
屋
清
右
衛
門
版

の

『女
大
学
』
の

「重
板
」

(海
賊
版
)
が
、

仙
台
で
作
ら
れ
江
戸
表
で
出
回

っ
た
の
で
、
三
人
の

「惣
名
代
」
と
し
て
柏
原
屋

佐
兵
衛
が
江
戸

へ
下
り
首
尾
よ
く
相
済
ん
だ
と
す
る
四
通

の
文
書

で
あ
る
。
い

ま
、
事

の
起
き
た
順
番
に
、
仮
に
文
書
1

・
皿

・
皿

・
V
と
並
び
替
え
て
示
す
。

文
書
-

安
永
三
年
三
月
付

山
崎
金
兵
衛
が
仙
台
藩
江
戸
屋
敷
御
留
守
居
役
御

役
所
に
宛
て
た
も
の

.

仙
台
表
柳
川
庄
兵
衛
が
出
版
し
た

『女
大
学
宝
箱
』
と

『近
道
指
南
節
用
集
』

と

い
う
書
物
は
、
大
阪
の
柏
原
屋
清
右
衛
門
版

の

『女
大
学
宝
箱
』
及
び
柏

原
屋
与
左
衛
門
版
の

『早
引
節
用
集
』
を

「其
侭
之
か
ぶ
せ
彫
り

こ
板
行
」

し
た

「重
板
」
で
あ
る
こ
と
。

.

『早
引
節
用
集
』
は
江
戸
の
前
川
六
左

衛
門
が
重
板
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
時
は
与
左
衛
門
が
江
戸

へ
下
り
寺
社
奉
行

へ
願
い
出
、
宝
暦
十
三

年
十

一
月
に
絶
版
扱

い
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
明
和
八
年
二
月
に
は
信

州
松
本
の
白
木
屋
与
兵
衛
が
同
書

の
重
板
に
及
び
、
そ
の
際
は
私
山
崎
が
与

兵
衛
に
掛
け
合
い
、
重
板
並
び
に
摺
り
本
を
取
り
上
げ
、
ま
た

『女
大
学
宝

箱
』

の
方
は
明
和
六
年
八
月
に
江
戸

の
常
陸
屋
茂
右
衛
門
が
重
板
を
出
し
た

の
で

「私
共
」
掛
け
合
い
重
板
の
板
木

並
び
に
摺
本
を
取
り
上
げ
清
右
衛
門

方

へ
渡
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
こ
と
。
そ
の
経
緯
も
、
両
書
が

「清
右
衛

門

.
与
左
衛
門
両
人
古
来
よ
り
の
株
」

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ

と
。

今
回

の
重
板

一
件

に
つ
き
、
早
速
大
坂
表

の
両
人

へ

「右

の
段
、
書
状
を

以

っ
て
申
し
遣
は
し
候

へ
ば
」
、
「両
人
と
も

こ
罷
り
下
り
、
御
出
訴
申
し
上

げ
」
る
意
向
で
あ
る
こ
と
。

「御
大
家
様
御
名
」
が
出
て
大
事
に
至
ら
ぬ
う
ち
に
、
「重
板
之
板
木
弐
品
、

並
び
に
出
来
本
残
ら
ず
」
「召
し
上
げ
ら
れ
」
両
人
に
渡
し
て
下
さ
る
よ
う
、

「私
、
数
年
来
商
売
仕
入
店

二
御
座
候
」
故
を
以

っ
て

「
両
人
に
成
代
り
」
、

「御
願
申
し
上
げ
候
」
こ
と
。

文
書
皿

安
永
三
年
五
月
八
日
付

山
崎
金
兵
衛

・
大
坂
柏
原
屋
佐
兵
衛
連
名
で

江
戸
三
組
御
仲
間
衆
中
に
宛
て
た
も
の

右
の

一
件
、
「佐
兵
衛
下
向
」
以
前
に
、
山
崎

の
願
書
に
よ
り
仙
台
藩
江
戸

家
老
か
ら
国
家
老
に
伝
え
ら
れ
、
仙
台
町
奉
行
所
に
て

「右
重
板
之
弐
品
」

の

「板
木
割
り
捨
て
」
と
な
り
、
「売
残
り
本
女
大
学
三
部
、
近
道
指
南
節
用

五
部
」
が
四
月
廿
九
日
に
江
戸
屋
敷
で
山
崎
金
兵
衛
に
渡
さ
れ
た
こ
と
。

「売
残
り
之
本
甚
だ
不
足
」
の
不
審
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
「隠
シ
置
き
候

本
」
「壱
部

こ
て
も
之
無
き
旨
」
の

「重
板
人
並
び
町
役
人
共
連
判
」
の

「請

書
」
も
提
出
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
流
布
し
た
と
し
て
も

「買
取
り
候
て
」
「急

度
糾
明
致
す

べ
き
段
、
仰
せ
聞
か
せ
」
ら
れ
た
の
で
、
「金
兵
衛

・
佐
兵
衛
両

印

こ
て
」
五
月
朔
日
に

「請
書
」
を
差
し
上
げ
た
こ
と
。

右
の
通
り
相
済
ん
だ
の
で
、
「御
仲
ケ
間
御
帳
面
」
に
記
録

の
上
、
「右
弐
品

之
重
板
」
「御
見
当
り
も
候
は
"
」
金
兵
衛

へ
御
知
ら
せ
願
い
た
い
こ
と
。

文
書
皿

安
永
三
年
五
月
朔
日
付

柏
原
屋
清
右
衛
門

・
柏
原
屋
与
左
衛
門

・
代
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佐
兵
衛

・
山
崎
金
兵
衛
連
名
で
、
仙
台
藩
江
戸
屋
敷
御
留
守
居
役
御
役

所

へ
提
出
し
た
文
書
H
の
内
容

の
請
け
書
。

文
書
W

安
永
三
年
六
月
五
日
付

柏
原
屋
与
左
衛
門

・
清
右
衛
門
連
名
で
大
坂

御
行
司
衆
中
に
宛
て
た
も
の
。

・

『女
大
学
宝
箱
』
と

『早
引
節
用
集
』

重
板
の
件
で
、
「三
月
廿
日
」
に

「両

人
代
と
し
て
」
「佐
兵
衛
」
が

「江
戸
表
江
下
向
」
し
た
こ
と
。

・

「右

一
件
、
五
月
朔
日
別
紙
三
通
之
通
り
、
滞
り
無
く
相
済
み
」、
五
月
八
日

に
江
戸
行
司

へ
帳
面
記
載
を
申
し
入

れ
、
五
月
十

一
日
の
惣
参
会
で
披
露
し

て
貰

っ
た
の
で
、
大
坂
の
仲
間
帳

へ
も
記
載

の
上
、
仲
間
中

へ
も
披
露
し
て

欲
し
い
こ
と
。
京
都
行
司

へ
も

知
ら

せ
て
欲
し
い
こ
と
。

以
上
、
こ
の
四
通
の
文
書
に
よ

っ
て
、
柏
原
屋
佐
兵
衛
が
柏
原
屋
清
右
衛
門

.

同
与
左
衛
門
の
暖
簾
内
で
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の

一
方
で
、
文

書
1
に
山
崎
金
兵
衛
が
柏
原
屋
清
右
衛
門

・
同
与
左
衛
門

「両
人
」
に

つ
い
て

「私
、
数
年
来
商
売
仕
入
店

二
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

同
文
書
か
ら
は
、
山
崎
が
明
和
六
年
に
清
右
衛
門
版

『女
大
学
宝
箱
』
の
、
ま
た

明
和
八
年
に
は
与
左
衛
門
版

『早
引
節
用
集
』

の
重
板
処
理
に
力
を
尽
く
し
た
こ

と
も
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
先
の
表
豆
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
文
書
1
の
執
筆
年
次

で
あ
る
安
永
三
年
三
月
以
前
に
、
山
崎
が
扱

っ
た
柏
原
屋
清
右
衛
門

・
同
与
左
衛

門
関
係

の
出
版
物
は

宝
暦
十
二
年
十
二
月

絵
本
勇
見
山

柏
原
屋
与
市

安
永
二
年
九
月

文
論
詩
論

(再
板
)

柏
原
屋
与
左
衛
門

の
二
点
し
か
無

い
。
こ
こ
で
生
じ
る
の
が
、
た

っ
た
こ
れ
だ
け
の
実
績
で

「数
年

来
商
売
仕
入
店
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
、
ま
た
こ
れ
だ
け
の
付
き
合
い
で
果
た
し

て
仙
台
藩
江
戸
屋
敷

へ
乗
り
込
ん
で
大
立
ち
回
り
を
演
じ
る
義
理
が
あ
る
の
か
、

と

い
う
疑
問
で
あ
る
。
山
崎
に
そ
の
よ
う
に
言
わ
し
め
、
ま
た
振
舞
わ
し
め
た
理

由
は
何
か
。
そ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
清
右
衛
門

.
与
左
衛
門
の

暖
簾
内
柏
原
屋
佐
兵
衛
と
の
関
係
で
あ
る
。
次
に
、
柏
原
屋
佐
兵
衛
版
元
の
出
版

物

の
売
出
し
を
山
崎
金
兵
衛
が
務
め
た
例
を

『江
戸
出
版
書
目
』
か
ら
拾

っ
て
み

る
と
、
表
W
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
西
村
源
六
が
売
り
出
し
を

努
め
た
も
の
も
表
V
と
し
て
挙
げ
て
み
る
。

表
V

柏
原
屋
佐
兵
衛
版
元

山
崎
金
兵
衛
売
出
し
書
目

明
和
二
年
六
月

二
年
十
二
月

六
年
三
月

八
年
十
二
月

安
永
四
年
十
二
月

同

右

六
年
十
二
月

同

右

九
年
十
二
月

天
明
四
年
十
二
月

天
道
録

狂
詩
選

算
学
定
位
法

天
工
開
物

墨
色
伝

養
鼠
訣

(板
元
山
崎
、

頓
阿
日
発
句

元
明
清
書
画
人
名
録

卜
養
狂
歌
拾
遺

狂
歌
藻
塩
草

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

売
出
し
柏
原
屋
佐
兵
衛
)

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛
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五
年
六
月

寛
政
元
年
三
月

鬼
貫
発
句
集

経
典
余
師
孝
経

表
V

柏
原
屋
佐
兵
衛
版
元

西
村
源
六
売
出
し
書
目

明
和
四
年
十
二
月

五
年
六
月

八
年
六
月

安
永
九
年
十
二
月

寛
政
七
年
六
月

狂
歌
鵜
の
真
祢

文
徴
明
行
書
千
字
文

狂
歌
酒
百
首

雨
節
東
海
道

小
学
正
文

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛
ほ
か

一
軒

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

柏
原
屋
佐
兵
衛

表
豆

・
表

皿
と
は
対
照
的
で
、
柏
原
屋
佐
兵
衛
と
の
関
係
で
見
れ
ば
、
西
村
よ

り
も
山
崎
の
方
が
い
く
ぶ
ん
か
縁
は
深
い
。
表
皿

・
表
皿
だ
け
を
見
て
い
る
と
、

『四
鳴
蝉
』
初
版
の
売
り
出
し
と
し
て
山
崎
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る

が
、
柏
原
屋
佐
兵
衛
が
柏
原
屋
清
右
衛
門

・
同
与
左
衛
門
の
暖
簾
内
で
あ

っ
た
と

考
え
、
強
固
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
佐
兵
衛
と
山
崎
と
の
そ
れ
な
り
の
縁
を
思
え

ば
、
明
和
八
年
に
清
右
衛
門
が
出
し
た

『
四
鳴
蝉
』
の
売
り
出
し
と
し
て
山
崎
が

出
て
き
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
先
に
文
書
1

で
見
た
明
和
八
年
二
月
の

『早
引
節
用
集
』
重
板
の

一
件
で
の
山
崎
の
働
き
も
、

『四
鳴
蝉
』
売
出
し
を
委
託
さ
れ
る

一
つ
の
要
因
と
な

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

の
は
何
時
の
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る

一
つ
の
手
掛
か
り
と
し

て
、
『江
戸
出
版
書
目
』
か
ら
西
村

・
山
崎
の
相
版
を
拾

っ
て
み
る
と
、
次

の
表
W

の
よ
う
に
な
る
。

表
W

山
崎
金
兵
衛

・
西
村
源
六
相
版
書
目

安
永
元
年
十
二
月

な
け
入
雪
の
栞

板
元

山
崎
金
兵
衛

・
西
村
源
六

天
明
八
年
六
月

四
書
集
経

板
元
願
人

山
崎
金
兵
衛

・
西
村
源
六

ほ
か
七
軒

寛
政
三
年
九
月

七
経
孟
子
考
文
補
遺

(焼
失
之
分

…

此
度
彫
直
し
)

山
崎
金
兵
衛

・
西
村
源
六

ほ
か
六
軒

寛
政
五
年
九
月

播
花
季
枝
折

板
元
願
人

山
崎
金
兵
衛

・
西
村
源
六

そ
の
数
四
点
と
極
め
て
少
な
く
、
両
者
が
そ
れ
ほ
ど
親
し
く
は
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
余
り
あ
る
が
、
『四
鳴
蝉
』
の

一
年
後
の
安
永
元
年
十
二
月
に

『な
け
入

雪

の
栞
』
を
相
版
で
出
し
て
い
る
こ
と
は
取
り
敢
え
ず
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。
も

う

一
つ
の
手
掛
か
り
は
表
皿
の
中
に
あ
る
。
表
皿
に
挙
げ
た
山
崎
売
出
し
の
十
六

点
の
う
ち
、
頭
に
*
印
を
付
し
た
五
点
は
西
村
絡
み
で
あ
る
こ
と
は
先
に
断

っ
て

お
い
た
が
、
表
W
と
し
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
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さ
て
、
で
は

『四
鳴
蝉
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の
売
出
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先
が
山
崎
か
ら
西
村
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と
変
更
に
な

っ
た
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表
W

西
村
源
六
絡
み
の
山
崎
金
兵
衛
売
出
し
書
目

総 合 研 究 所 所 報

安
永
五
年
十
二
月

早
引
節
用
集
真
字
付

柏
原
屋
与
左
衛
門

*
こ
の
書
、
表
H
に
示
し
た
よ
う

に
、
共
同
売
出
し
が
西
村
源
六
で
あ

る
。

九
年
十
二
月

医
道
日
用
綱
目

(再
板
)

柏
原
屋
清
右
衛
門

*
こ
の
書
、
宝
暦
十
二
年
十
二
月
に

「板
元
柏
原
屋
清
右
衛
門

売
出
し

西
村
源
六
」

と
し
て
出
る
。

九
年
十
二
月

早
引
節
用
集
真
字
付

(再
板
)

柏
原
屋
与
左
衛
門

*
五
年
十
二
月
に
見
え
る
も

の
の
再
板
か
。
共
同
売
出
し
の
西
村
外
れ

る
。

天
明
四
年
十
二
月

絵
本
拾
葉
二
篇

柏
原
屋
与
左
衛
門

*
宝
暦
元
年
十

一
月
に

「板
元
柏

原
屋
清
右
衛
門

売
出
し
西
村
源
六
」

と
し
て
出
る

「絵
本
拾
要

(葉
)」

の
続
編
。

文
化
四
年
六
月

女
大
学
宝
箱

柏
原
屋
清
右
衛
門

*
寛
政
三
年
三
月
に

「再
刻

板
元
柏
原
屋
清
右
衛
門

売
出
し
西
村
源

六
」、
同
十

一
年
九
月
に

「
再
板

板
元
柏
原
屋
清
右
衛
門

売
出
し
西

村
源
六
」
、
享
和
三
年
閏
正
月
に

「再
板

板
元
柏
原
屋
清
右
衛
門

売

出
し
西
村
源
六
」
と
し
て
出
る
。

表
W
と
表
W
か
ら
、
西
村
と
山
崎
が
安
永
期
に
入

っ
て
接
触
を
持

っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
安
永
元
年
十

二
月

に

『な
け
入
雪
の
栞
』
を
相
版
で
出

し
、
同
五
年
十
二
月
に
は
柏
原
屋
与
左
衛
門
版

『早
引
節
用
集
真
字
付
』
の
売
出

し
を
共
同
で
引
き
受
け
、
そ
の
後
、
与
左
衛
門

・
清
右
衛
門
関
係

の
い
く

つ
か
の

再
版
も
の
の
売
出
し
を
西
村
が
山
崎
に
回
し
た
よ
う
な
形
跡
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
両
者
の
交
渉
を
踏
ま
え
、
か
つ

『四
鳴
蝉
』

の
板
木
が
さ
ほ
ど
長
期
に
亘

っ
て

使
用
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
考
え
合
せ
て
見
る
と
、

『四
鳴
蝉
』
の
売
出
し
先
が
山
崎
か
ら
西
村

へ
と
動
い
た
の
は
安
永
に
入

っ
て
間

無
い
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
売
出
し
が
山
崎
か
ら
西
村
へ
と
動

い
た
理
由
は
何
で
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
明
確
な
こ
と
は
判
ら
な
い
が
、
次

の
よ
う
に
推
測
し

て
お
き
た

い
。
上
方
も

の
の
売
出
し
を
江
戸
の
本
屋
が
引
き
受
け
る
際
に
、
ど
の

よ
う
な
契
約
が
結
ば
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
な
に
が
し
か
の
手
数
料
は
当

然
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
出
版
経
費
は
上
方

の
板
元
が
負
担
し
て
い

る
筈
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
考
え
れ
ば
、
江
戸
の
本
屋
は
売
出
し
を
多
く
引
き
受

け
れ
ば
引
き
受
け
る
だ
け
利
益
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
極
端
な
言

い
方

を
す
れ
ば
、
江
戸
の
小
規
模
の
本
屋
に
と

っ
て
上
方
も
の
の
扱
い
量
が
死
活
を
左

右
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
に
、
江
戸
の
本
屋
ど
う
し
が
上
方
も
の

の
売
出
し
に
食

い
込
も
う
と
し
て
競
い
合
う
と
い
う
状
況
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
表
皿

・
表
皿
を
見
る
限
り
、
『四
鳴
蝉
』
の
売
出
し
先
と
し
て
は

山
崎
よ
り
も
西
村

の
方
が
は
る
か
に
ふ
さ
わ
し
い
。
本
来
そ
う
あ
る
べ
き
と
こ
ろ

に
、
柏
原
屋
佐
兵
衛
と
の
縁
を
以

っ
て
山
崎
が
割

っ
て
入

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
そ
の
後
、
西
村
か
ら
柏
原
屋
清
右
衛
門

へ
の
申
し
出
に
よ
り
売
出
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し
先
の
変
更
が
行
わ
れ
た
、
と
考
え
る
と

一
応
理
解
は
出
来
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
初
版
段
階
で
西
村
が
売
出
し
を
務
め
た
清
右
衛
門

・
与
左
衛
門
版
元
の
出
版

物
の
再
版
を
引
き
継
ぐ
か
の
よ
う
な
傾
向

の
見
え
る
安
永
期
の
山
崎
は
、
西
村
の

お
こ
ぼ
れ
に
預
か

っ
て
い
る
よ
う
な
印
象

す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
安
永
三
年
当
時
、

重
板
を
巡

っ
て
あ
れ
ほ
ど

の
大
立
ち
回
り
を
演
じ
て
見
せ
た

『女
大
学
宝
箱
』

も
、
山
崎
が
扱
う
こ
と
を
得
た
の
は
再
刻

・
再
板
を
重
ね
た
三
十
三
年
後
の
文
化

四
年

の
こ
と
。
そ
こ
に
、
柏
原
屋
と
の
関
係
で
は
終
始
西
村
の
後
塵
を
拝
さ
ざ
る

を
得
な
か

っ
た
山
崎
の
立
場
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

さ
て
、
売
出
し
が
西
村
に
変
更
さ
れ
た
後
も
、
板
木
は
や
は
り
板
元
の
柏
原
屋

清
右
衛
門
の
手
許
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
『四
鳴
蝉
』
の
板
木
か
ら

は
版
元
の
柏
原
屋
清
右
衛
門
の
名
前
が
削

ら
れ
、
西
村
単
独
版
の
形
式
で
出
版
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
B
か
ら
C

へ
の
移
動
で
あ
る
。
版
本
だ
け
を
追

っ

て
い
る
と
、
西
村
が
版
権
を
買

い
取

っ
て
単
独
版
で
出
し
た
か
に
見
え
る
の
だ

が
、
板
木
が
京
都

の
佛
光
寺
に
残

っ
て
来
た
こ
と
を
思
う
と
、
板
木
が

一
度
江
戸

へ
動

い
て
い
る
と
は
考
え
に
く

い
。
西
村

は
や
は
り
売
出
し
先
の
ま
ま
で
、
版
権

は
上
方
で
別
の
本
屋
に
移

っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
と

い
う
本

屋
で
あ

っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
す
る
し
か
な
い
が
、
大
坂
の
本
屋
で
は
無

い
こ
と
は
断
言
出
来
そ
う
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
刊
記
部
の
入
木
箇
所
は
も
と

の

「東
都
」
を
残
し
て
山
崎
と
西
村

の
名

を
入
れ
替
え
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
じ

江
戸
の
西
村
が
山
崎
か
ら
売
出
し
を
引
き
継
い
だ
か
ら
で
、
刊
記
部

の
入
木
変
更

で
は
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
版
元
の
部
分
も
、
も
し
同
じ

「浪
速
」
で
の
版
権

の
売
り
買

い
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
触
ら
な
か

っ
た
筈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「浪
速
」

ま
で
削

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
版
権
の
移
動
先
が
大
坂
で
は
な
か

っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
ま
た
江
戸
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
も
先
に
触
れ
た
。
と
す
れ
ば
、

あ
と
は
京
都
し
か
無

い
。
『四
鳴
蝉
』
の
版
権
す
な
わ
ち
板
木
は
、
浪
速

の
柏
原
屋

清
右
衛
門
の
手
を
離
れ
た
あ
と
、
京
都
の
某
書
店
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
理

由
は
不
明
な
が
ら
そ
の
某
書
店

の
名
前
を
入
れ
ぬ
ま
ま
西
村
単
独
版
の
形
式
で

一

時
出
版
に
使
用
さ
れ
、
明
治
中

・
後
期
に
近
世
の
出
版
機
構
が
崩
壊
し
た
後
に
物

理
的
な
理
由
で
佛
光
寺

へ
運
び
込
ま
れ
て
、
う
ち
数
枚
が
失
わ
れ
て
現
在
に
至

っ

た
と
、

い
ま
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
お
き
た
い
。

平
成
十
七
年
八
月
二
十
日

記

*
こ
の
稿
は
平
成
十
六
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
を
受
け
て
成

っ
た
も
の
で
あ

る
。
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